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（注）１　一つの必要な科目に対応しているとした開講科目を、他の必要な科目に対応する科目として記入する
    　　　ことはできません。また、一つの必要な科目に対応する科目が複数ある場合は、いずれか一つのみ記入すること。
　　　２　本様式について返却は行なわないため必要に応じて控えをとること。

　　　　　　　　

フリガナ
生　年　月　日

氏　　名

　[公認心理師試験 修了証明書・履修科目証明書]を発行する際に必要となりますので、ご記入をお願いします。

研究科・
専攻

入学年月 年 月

文学研究科　発達心理学専攻

年 月修了年月

Ⅰ

大学院における必要な科目 対応する開講科目名・履修年度

1 保健医療分野に関する理論と支援の展開 〔　　　　　　　年度〕

2

4 司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開 〔　　　　　　　年度〕

福祉分野に関する理論と支援の展開 〔　　　　　　　年度〕

3 教育分野に関する理論と支援の展開 〔　　　　　　　年度〕

5

Ⅱ

大学院における必要な科目 対応する開講科目名・履修年度

6 心理的アセスメントに関する理論と実践 

7 心理支援に関する理論と実践 〔　　　　　　　年度〕

上記Ⅱの４科目のうち、履修した科目数 [備考] Ⅱの４科目のうち、２科目以上を以上の履修を要する

産業・労働分野に関する理論と支援の展開 〔　　　　　　　年度〕

上記Ⅰの５科目のうち、履修した科目数 [備考] Ⅰの５科目のうち、１を含む３科目以上の履修を要する

9 心の健康教育に関する理論と実践 〔　　　　　　　年度〕

〔　　　　　　　年度〕

8
家族関係・集団・地域社会における心理支援に
関する理論と実践

〔　　　　　　　年度〕

Ⅲ

大学院における必要な科目 対応する開講科目名・履修年度

10 心理実践実習 〔　　　　　　　年度〕

上記Ⅲの10の履修
[備考]Ⅲの10については、必ず履修　を要する。ただし、施設の
分野及び時間数は問わない。

公認⼼理師試験修了証明書・履修科⽬証明における
読み替え科⽬確認書

[公認⼼理師法施⾏規則附則第２条に規定する科⽬]

⽩百合⼥⼦⼤学
⼤学院修了者等

（※在学時の氏名）

１


